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モンゴルは中央アジアに位置し、中国とロシアに接している。面積は約 157 万平方キロで、人口

は 300 万人（2015 年 1 月統計）である。モンゴルは 1924 年にソ連に続き、世界で第二番目の社

会主義国家「モンゴル人民共和国」 と建国され、それ以来およそ 70 年間社会主義体制を維

持してきた。しかしソ連のペレストロイカ、ベルリンの壁崩壊などに影響され、1990年代

初頭にモンゴルでも民主化運動が広がった。1990 年に初めて複数政党制による選挙が行わ

れ、1992 年にモンゴル国憲法を定め、国名を「モンゴル国」とした。国家体制も社会主義

国から資本主義国となり、市場経済の道を選んだ。 

市場経済移行期に、モンゴルで経済的困難が続いた。多くの社会問題が発生し、人々、中

でも女性の生活に様々な影響を及ぼした。失業率が増加し、離婚率が上がり、女性世帯主の

家庭も増えた。また家庭内暴力・女性への暴力が深刻な問題となった。しかしその反面、女

性の教育水準が上がり、専門職 などにおける女性の職場進出が増え、経済的に自立した女

性が増 えるなど、良い影響もあったといえる。 

ここで市場経済移行期におけるモンゴル人女性の高学歴化に関して述べたい。モンゴルの

人口の 51.7%、労働人口の 50.4%を女性が占めている。社会主義時代、男女平等や男女共働

きのイデロギーがあったためモンゴルで女性の社会進出がそれほど珍しくなく、夫婦共働き

が一般的な風景である。そして市場経済への移行後、女性の高学歴化が急激に進んだ。統計

をあげると、モンゴルの大学進学者の 70%、大学卒業者の 64%、学位所得者の 66%を女性

が占めている。さらに社会進出も著しく、教育部門で働く女性の割合を見ても、幼稚園や保

育園の先生の 95.7%、小、中、高等学校の教師の 80.3%、専門学校の教師の 62.5%、大学教

授の 53.4%を女性が占めている。なお、33.1%の女性が夫以上の所得を得ており、25.6%の女

性が夫と同等の所得を得ているという統計もある。 

このような女性の高学歴化は、モンゴルの遊牧民の生活習慣や考え方にも原因があるとさ

れている。モンゴル人の多くは、男子は力仕事をはじめ様々な種類の仕事をして生活するこ

とができるが、女子が経済上の安定と機会を得るには高い学歴を持つことが唯一の道だと考

えている。それゆえに、親は男子より女子の学歴を重要視し、女子にはより良い教育を受け

させるために進学させている。そのほか「男の仕事は遊牧である」という固定観念 も強く

残っているため、男子には遊牧の仕事を覚えさせて地元に残し、女子には遊牧以外の仕事を

させるために高いレベルの教育を受けさせるようになった。このような背景により女性の高

学歴化が進んだが、男性の教育に関する意識の 低さが問題となっている。このことは結婚

率の低下を招く事態となった。つまり同学歴の結婚相手が見つからないという理由で結婚し

ない女性が増え、国際結婚を望む女性が急増しているのである。 

 

 

 



 

 

 


